
 
 

 

 
 
 

 

学校通信 

    学校生活における大切なお知らせです     
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この時期は１年が終わり１年の始まりを迎えるという区切りのときですので、１年のなかでも

最も気持ちが整理できる時期ではないでしょうか。恐らく、みなさんは年末から年始にかけて、

過ぎ行く年を振り返り、新しい年に何らかの思いを感じたのではないかと思います。 

年中における行事は、お正月に始まり、２月は節分、そして節句、キリスト教の世界において

はイースターと、時期折々に行事があります。直接的に関係していなくても、様々なイベントを

楽しむこころを持ち、季節を感じ、また、自己の成長を感じることが大切ではないでしょうか。

そして、何よりも大切なことは、その時期に応じて自分が為すべきことを考え実行することだと

思います。それぞれの行事は、ある意味においてみなさんのガイド役を演じてくれているのかも

知れません。 

１月はみなさんにとって新しい年を感じ、月日と共にみなさんの歩みがあることを確認すると

きであるよう願っています。 

 
 

    
――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

1.在籍期間が通算３年以上。 

2.必修科目を含めて74単位以上の修得。 

   ＊本校での単位修得にはスクーリング出席合格とレポート課題合格そして単位認定テスト

合格が大前提です。 

3.特別活動の出席時間数が30時間以上。 

今月のメッセージ 
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予定日程表 

  
日 曜 行事予定など  

 1   月  

1/22 火 集中講座「産業社会と人間（集中）」、CT自己採点 

1/23 水 集中講座「情報Ａ基礎7・8」「体育ｂ4・ｃ5」 
1/25 金 CTガイダンス 

1/26 土 
〔後期学習状況報告〕、〔単位認定テスト受験資格確認表〕、〔筆記テスト時間
割・出題範囲一覧〕〔レポート解答例集〕発送予定 
特別活動「街美化ボランティア」 

1/28 月 単位認定テスト（課題テスト）発送予定 
1/29 火 「総合的な学習の時間Ｂ」 
1/30 水 「総合的な学習の時間Ｂ」 
1/31 木 「総合的な学習の時間Ｂ」 

 2  月  
2/1 金 「総合的な学習の時間Ｂ」 
2 土  
3 日  
4 月  
5 火  
6 水  
7 木  
8 金  
9 土  
10 日  
11 月 （建国記念の日） 
12 火 単位認定テスト（筆記テスト） 
13 水 単位認定テスト（筆記テスト） 
14 木 単位認定テスト（筆記テスト） 
15 金 単位認定テスト（筆記テスト）、課題テスト提出締切日（消印有効） 
16 土  
17 日  
18 月 筆記テストの追テスト 
19 火 （筆記テストの追テスト） 
20 水 〔学校通信〕発送予定 
21 木 〔筆記テスト答案〕〔筆記テストの再テスト・課題の案内〕発送予定 
22 金  
23 土 特別活動「街美化ボランティア」（予定） 
24 日  
25 月  
26 火  
27 水 筆記テストの再テスト（または再テスト代替課題提出締切り） 
28 木  
29 金  

 3  月  
3/1 土 2年次対象｢保護者とともに進路を考える会｣ 
3/13 木 07年度後期卒業式 
3/17 月 ホームルーム・講座説明会 
3/21 金 講座登録開始（予定） 

 
 
 

スケジュール 
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【「後期学習状況報告」などの発送】 1月26日（土）  

 
後期最終の〔学習状況報告〕を1月26日（土）にお送りします。あわせて、〔単位認定

テスト受験資格確認表〕〔単位認定テストの実施方法および筆記テスト出題範囲・内容

一覧と日程・時間割〕〔レポート解答・記述例集〕〔特別活動参加時間数〕などが同封さ

れますので、これらをもとに、単位認定テストに備えましょう。 
(1月実施の集中講座については、2月初めに改めてお送りいたします) 

 

【単位認定テスト（期末テスト）について】 
 
単位認定テスト（期末テスト）は、すべての講座で実施します。 
単位認定テスト（期末テスト）には、筆記テスト、課題テスト、実技テストの３つの

実施方法があります。 
各講座のテストが、どの実施方法でなされるか、よく確認して、間違いのないようテ

ストを受けてください。 
（各講座のテスト実施方法は、今回掲載している｢単位認定テストの実施方法および筆記

テスト出題範囲・内容一覧｣でご確認ください。） 
 
●テスト実施方法 
単位認定テスト（期末テスト）には、筆記テスト、課題テスト、実技テストの３つの

方法があります。各講座は、この 3 つの方法のいずれかで、単位認定テスト（期末テ
スト）を実施します。 

 

■筆記テストについて  
筆記テストは、 2月12日（火）～15日（金）の4日間、実施します。 

今からスケジュールを調整しておいてください。 

なお、筆記テストは、スクーリングの曜日・時限とは異なる曜日・時限で実施しますの

で、十分注意してください。 

筆記テストの時間割は1/26(土)に発送します。 

また、今回｢筆記テストの出題範囲・内容一覧｣を載せていますので、テストの準備を進

めてください。 
受験できる講座については 1/26(土)に発送する〔単位認定テスト受験資格確認表〕で確
認の上、受験してください。  
 

〈筆記テストが同じ日時で重なっている場合〉 
受験できる講座の筆記テストが、〔筆記テスト日程・時間割〕で同じ日時に表示されて

いる場合は、〔単位認定テスト受験資格確認表〕で、一方を他の時限で受験するように

指示されます。筆記テストは、1/26(土)に発送する〔受験資格確認表〕に記載されてい

る日付・時限・教室にしたがって受験してください。 

 

〈追テストを希望する場合〉 

指定の日時に筆記テストを受けることができない場合は、届け出により追テストを受験

できます。 

追テストは2月18日（月）に（5講座を超える場合は翌日にも）実施します。 

 届け出に際しては、事情・理由は問いません（病院の診断書などは不要です）が、追テ

スト料が1講座につき1000円必要です。 

教務からのお知らせ 

4 



 
 

 

 
 
 

 

 
 

 

事前に「追テスト願」に必要事項を記入し、料金を添えて教員室受付けに提出してくだ

さい。ただし、インフルエンザのように出席停止が求められる病気や大学受験など、 

学校が相当の理由があると認める場合は、診断書・証明書の提出や受験票の呈示などに

より料金免除となります。 

また、遅刻などで受験できなかったテストを、当日中に別の時限で受ける場合も追テス

トに準ずる扱いとなり、「追テスト願」に料金を添えて手続きしてください。 

なお、いったん納入された追テスト料は、理由に関わらずお返しできませんので、あらか

じめご了承ください。 

 

〈再テストが必要になった場合〉 

筆記テスト（追テストを含む）が不合格となった講座は、再テスト[2月27日（水）に実

施]を受験（講座によっては代わりに課題提出）できます。 

再テストまたは代わりの課題についても、再テスト・課題料が1講座につき1000円必要

です。 

手続きなど詳しいことはテスト結果の送付時、該当者にお知らせします。 

いったん納入された再テスト・課題料についても、理由に関わらずお返しできませんの

で、あらかじめご了承ください。 

 

■課題テストについて 
 講座の履修が認められた人（スクーリングとレポートの条件をクリアした人）に、該当

講座の課題テストを1/28（月）に発送します。 
 みなさんは、自宅で課題テストに取り組み、締切までに提出してください。 
締切までに提出されなかった場合は、単位の修得はできません。 
 課題テストの提出締切は、2月15日（金）17時(消印有効)です。 
提出方法など、詳細については、課題テスト送付時にお知らせします。 
 なお、課題テストには、追テスト、再テストはありません。 

 
■実技テストについて 
 

 スクーリング期間中に、終了しています。 
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【「総合的な学習の時間Ｂ」登録者へ】 
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1月29日（火）～2月1日（金）に実施する「総合的な学習の時間 B」については、講
座登録者の希望にもとづくテーマ決定の通知（参加要項付き）と事前レポートを、すで

に別便でお送りしています。 

事前レポートを作成し（当日持参のこと）、それぞれのテーマで定められた日時に、間

違いなく、遅れず出席してください。 

まだ、希望のコースについて提出していない人は至急提出してください。 

 

【2008年3月卒業予定者へ】 
 

  高校の卒業要件には、必修科目の履修、74単位以上の修得および30時間以上の特別活

動参加などがあります。これらの１つでも欠けると、すでに就職内定や大学合格して

いても卒業は認められません。 

    この 3月卒業予定者で、万一、必修科目の履修、74単位以上の修得という卒業要件達
成に必要な講座が履修不認定となった場合は、「卒業予定の意思確認書｣を提出済みの

人に限り、その講座や単位数により、『卒業認定の特例』（「学務の手引き」P.10参照）
を適用できる場合があり、該当者にご連絡します。 
また、特別活動の参加時間数が不足の人は、2月29日（金）までに必ず充足させてく

ださい（前号及び今回同封の「特別活動のお知らせ」参照）。 
 

 

【2007年度後期卒業式】 3月13日（木） 
卒業式は、大阪ＹＭＣＡ会館（大阪市西区土佐堀1－5－6）で行います。 
卒業決定者には、後日、詳しいお知らせをお送りします。 

（式場の広さの都合上、本校ではありませんのでお間違えないように願います。） 
 
 
 

  
 

 

 

 
 

作業のできる軽装で、10分前に１階ロビーに集まってください。その際、警察への届

け用紙と学校の参加カードの両方に記名してもらいます。 
（特別活動1時間。遅刻や途中で帰ったときは認定されません。） 
 

 

 

 
 
 
 

 

街美化ボランティア 1月 26日（土） 
16：00から約1時間（雨天決行） 2月 23日（土） 
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【新年度事務手続きについて】 

新年度を迎えるにあたって、次年度も在籍予定の場合、今後「2008年度 施設設備費」 

の納入と生徒証明書用写真の提出が必要となります。「2008年度 施設設備費納入のご案

内」と「2008年度生徒証明書」用に必要な写真の提出用紙を 2月中旬に送付いたしますの

でご予定いただき、必ずお手続きください。(次年度「休学」する場合も前述の手続きが必

要です。) 

① 2008 年度施設設備費（40,000 円）の納入について 

納入期限は 3月 18 日（火）の予定です。納入手続きがない場合、2008年度前期の講

座登録ができません。また、在学の意思がないとみなし場合によっては退学にな

ることがあります。 なお、施設設備費の延納手続きはできませんのでご注意くださ

い。 

② 「2008 年度生徒証明書」について 

 2008年度生徒証明書用の写真の提出が必要です。「2008年度施設設備費」納入の

案内とともに提出用紙を送付いたしますのであらかじめ写真を用意しておいてく

ださい。（背景なし・タテ3､5cm×ヨコ2､5cm・1枚） 

 

【住所等変更手続きについて】 

 現在学校に届けている住所や電話番号などが変更になった場合は、速やかに「各種変更

届」に記入・押印のうえ事務室へ提出してください。あわせて生徒証明書の再発行が必要

な場合は、写真を提出してください。(即日発行はできません。)  

届出用紙は事務室にある他、「学務の手引き」の巻末にもあります。コピーして使用してく

ださい。 

 

【後期学費納入期限について】 

後期学費について、分割納入及び1月延納の手続きをされている場合は、今月の納入

期限が１月 28日（月）となっています。学校より送付しました「延納・分割納入につ

いてのお知らせ」を確認のうえ、期日までにお手続きください。 

なお、納入されない場合は、07年度後期の単位認定テストを受験できませんのでご

注意ください。 
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事務室からのお知らせ 



 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

＊風邪はなぜうつるの？ 

風邪の原因の約９割はウイルスです。ウイルスは私たちが気づかないうちに体内に侵入しますが、

その主な感染経路には次の 3つがあります。  

 

●接 触 感 染…手を介して口や鼻などの粘膜から感染する。ウイルスがついている公共物 

に手を触れた後、手で口や鼻などを触って体内に侵入するなど。 

●飛 沫 感 染…咳やくしゃみで飛び散った痰や唾液に含まれるウイルスを、ほかの人が           

口や鼻から吸い込んで感染。咳でウイルスが飛び散る範囲は約1メートル。 

●飛沫核（空気）感染…広い範囲にまき散らされ、空気中を漂っている粒子の細かいウイルスを 

吸い込んで感染。 

 

風邪はおもに接触感染と飛沫感染でうつりますが、インフルエンザの場合、2 つの感染に加え、

飛沫核感染をすることもあるといわれます。  

ウイルスが体内で増殖して風邪の症状が出る前に、手洗い・うがいで予防しましょう！ 

 
【カウンセリングルーム】 

保健室・カウンセリングルーム、及び事務机周辺での食事は禁止です！ 
＊後期の開室は１月３０日（水）迄です、２月以降は開室しません。 

＊開室時間と担当者 

  月曜日：石井邦也さん １３：３０ ～ １６：３０ 

  水曜日：田中俊英さん １０：３０ ～ １４：００ 

  金曜日：小方瑶子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

＊保護者の方もご利用できます。 
カウンセリングルームについてのお問い合わせ、ご予約は保健室（後藤）まで。 
 
 

 

 

 

   

 
 
 

 

 

保健室・カウンセリングﾙｰﾑからの

お知らせ 
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先月号でもお知らせしたとおり、スクーリング終了後から新年度がスタートするまでは

自習室・スポーツヤードを含めた学校施設の利用はできないので、特別な用事がない限り、

生徒のみなさんは登校しないでください。もちろん、単位認定テスト（期末テスト）や 

集中授業（体育、情報、総合的な学習の時間など）は該当する日に登校するのを忘れない

ようにしましょう。登校日などは学校通信の予定表をよく見ておいてください。 

また、進路相談など相談がある場合は担任に連絡をとってから登校してください。 

（平日１０：３０～１６：００の範囲で受け付けます）。 

また、証明書発行などで事務室に用事がある人は、事務取り扱い可能な日時に注意してく

ださい。 

 
スクーリングの日程がほぼ終了し、レポートの提出も終わって単位認定テスト（期末テ

スト）を除けば一番ほっとする時期だと思いますが、別の意味でこの時期は重要な意味を

もっていると思われます。それは今後の進路を考えたり、来年度以降の高校生活をどう送

ろうかと思案をめぐらす時期でもあります。リラックスすることも大切ですが、新年度に

向けて今後の自分のことをもう一度考えてみてはどうでしょうか。 

 
 休暇期間中であっても、登校するときは学校の規則を守ってもらう必要があります。ち

ょっとぐらいはいいだろうとルーズにならないよう気をつけてください。 

 

 

 

 

 

「学務の手引き」にある「校内生活上の決まり」が守られない場合は以下の順に沿っ

て、保護者同伴の上での厳重注意やより強い処分を行います。 

何らかのかたちですでに注意を受けている人は特に注意してください 

現場注意→保護者・本人呼び出し→始末書→退学処分 
 
 
 

生徒支援からのお知らせ 

注 意 
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大学入試センター試験も終了し、まもなく私立大学の一般入試が始まります。2007年度
入試も大詰めの時期となりました。これから受験をむかえる皆さんは、健康に留意し、最

後まであきらめずにがんばってください。 
 また、２年次生にとっては、高校卒業後の進路について、本格的に考えなければならな

い時期となりました。そこで、ＹＭＣＡ学院高等学校では、１２月に実施した『進学ガイ

ダンス』に引き続き、２年次生の保護者を対象に『保護者とともに進路を考える会』を下

記のとおり行います。詳細は 2月 6日(水)に発送します。ご確認ください。 
 
＜保護者とともに進路を考える会＞ 

日 程：３月１日（土） 

時 間：１０：３０～１２：３０頃 

場 所：本校 

 
訂正 学校通信 12 月号のスケジュール表では＜保護者とともに進路を考える会＞が 2 月

23日(土)となっていましたが、3月 1日(土)に決定いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

進路支援からのお知らせ 

12 



 
 

 

 
 
 

 

学校で指定した校外での展覧会、映画・ビデオ鑑賞で特別活動時間を認めます。特別活動

時間が不足しがちな人は活用してください。 
※指定以外のものは認定できません。また休学中の申請も認められません。 
利用の仕方 
① 学校で指定した展覧会、映画・ビデオ鑑賞を行う。 
② ①を証明するもの（チケットの半券・タイトル名が書かれてあるビデオレンタルの領収書、レシートな
ど）を学校に持参して、所定の用紙に必要事項（鑑賞、観覧日時、感想文など）を記入し申請する。 

※②がない場合は、認定できません。 

※それぞれの詳細情報（地図、上映・開館ｽｹｼﾞｭｰﾙなどについては、各自で問い合わせてください。） 

１月 

それぞれ特別活動2時間に認定します。 

お知らせ：卒業予定者は、２月２７日（水）までに３０時間満了してください。 
ムンク展 
1/19～3/30 

兵庫県立美術館 
阪神岩屋駅から南へ徒歩約 8分 

高校生 900円（前売 700円） 
 

川端康成と東山魁夷 
1/16～2/24 

京都文化博物館 
阪急「烏丸」駅 16番出口徒歩 7分 

高校生 700円(前売 560円) 

展  

覧      

会 

四天王寺 新春名宝展 
1/1～2/17 

四天王寺宝物館 
地下鉄谷町線「四天王寺前夕陽丘」駅徒歩 5分 

高校生 100円 

アース 
上映中 
アポロシネマ他 

50万年前、巨大な隕石が地球に衝突し、その衝撃により地球は 23.5度も傾いてしまう。
この傾斜は四季の移ろいや多様な地形を地球にもたらし、生命の誕生に重大な役割を果た

すこととなった。北極を基点に地球縦断の壮大な旅に出た撮影隊は、ホッキョクグマ、象、

ザトウクジラの親子に導かれ、さまざまな命の営みに出会う。 

いのちのたべかた 
～2/8 
第七藝術劇場 

誰もが毎日のように食べている大量の食品は、どのような過程をへて消費者の手に届くの

か？ 現代人の命を支えながらも、ほとんど知られていない食料生産の現場に密着。ベル

トコンベヤーに注ぎ込まれるヒヨコの群れ、自動車工場のように無駄なく解体される牛な

ど、大規模な機械化により生産・管理された現場の実態が映し出される。 

映

画

館 

陰日向に咲く 
1/26～ 
アポロシネマ他 

夏の日の東京。ギャンブルから足を洗えず、借金まみれのシンヤ(岡田准一)は、オレオレ
詐欺に手を染め、老婦人をだまそうとする。しかし、その老婦人と心が触れ合ってしまい、

金を引き出せずにいると、街で寿子(宮崎あおい)という女性と出会う。寿子は、母・鳴子(宮
崎あおい・二役)の恋の軌跡をたどろうと、とある場所へ向かっていた。 

ターミナル（2000年） 
監督  
スティーブン・スピルバーグ 
主演 トム・ハンクス 

クーデターによって祖国が消滅してしまったヨーロッパのクラコウジア人、ビクター・ナ

ボルスキー（トム・ハンクス）は、アメリカの空港にて足止めを余儀なくされる。その足

止めの期間は数か月にもおよびéé。 

ハチ公物語（1987年） 

監督 神山征二郎 
主演 八千草薫 
 

飼主の大学教授が亡くなってからも、渋谷の駅で主人を待ち続けた忠犬ハチの実話を基に

人間と動物の交流を描く。原作・脚本は「映画女優」の新藤兼人、監督は「旅路 村でい
ちばんの首吊りの木」の神山征二郎、撮影は「きみが輝くとき」の姫田真佐久がそれぞれ

担当。 

パーフェクト・ストーム 

（2000年） 

監督ウォルフガング・ペー

ターゼン 
主演 ジョージ・クルーニー 

1991年、ある漁師たちに降りかかった大嵐òグレイスó。彼らの運命を実話に沿って描いて
ゆく。ビル 10 階分に相当する巨大な波のうねり、暴風・豪雨に荒れ狂うハリケーンの映
像は圧巻。監督は「U-ボート」のウオルフガング・ペーターゼン。東海岸の古い漁港グロ
ースター。不漁続きで悩む漁師ビリーは、カジキマグロを追って大西洋の東側へ出航。し

かしその帰路には、前代未聞の大嵐が待ち構えていた。 

ビ

デ

オ 

南極物語（1983年） 

監督 蔵原惟繕  
主演 高倉健 

南極観測隊が悪天候に阻まれ、やむなく南極の地に置き去りにしてきた十五匹のカラフト

犬の生への闘いと、観測隊員たちの姿を描く。 

特別活動のお知らせ 映画・アートを見よう！ 
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